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たんね歩記
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久保谷森林セラピーロード

まろうどの里　梼原町松原
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たんね歩記　原型
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機密性○情報 （保存期間 ： １年未満 １ 
３ ５ 10 30年） 

○○限り
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たんね歩記　NO1
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梼原町松原
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　　まろうど

•希な人
•客人

•客人神
•福の神
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　　　　　　茶堂

梼原と松原の茶堂 15



　　私の自然の楽しみ方　山川草木悉皆仏性

『人間は元々自然の一員なのだから』
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自然の中には命の
小さな小さなつぶ
つぶであふれてい
る

人間も元々は自
然の中の一員。

　　　　森の精　不思樹
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　　自然に受け入れてもらうには
山の神様 川の神様 八百万の
神々 山や川･自然そのものが神様 

入らせてもらう挨拶
山を汚さずきれいにする心がけ

受け入れてくれる領域を広げてく
れる
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観光＝光を観に行こう

伊尾木洞

神池

横倉山光るキノコ 19



山の奥の光
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　　　　　　久保谷山アカガシ
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なぜか惹かれるアカガシ
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久保谷山アカガシ
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　　黒岩山の八方ブナ
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魚梁瀬のお化け杉
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　　黒岩山の八方ブナ 　　段の谷の大杉
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　　　　　　　　　神々しい巨木たち

日本一の大杉

鈴ヶ森アカガシ
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人間は元々自然の一員なのですから、自
然にとけこんでこそ、初めて生きる喜びを
感ずることができるのだと思います。自然
に親しむためには、まずおのれを捨てて
自然の中に飛び込んでいくことです。そし
てわたしたちの目に映じ、耳に聞こえ、は
だに感ずるものをすなおに観察し、そこか
ら多くのことを学びとることです。自然の
中に入ることは幸福感を感じることでもあ
ります　　　　　　　　　　　　　　牧野富太郎。
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（

　　ガイドは自然の声を聴き、届けるメッセンジャー

道ばたの花を見つけて幸せを感じるか、通り
過ぎてしまうか。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
気づかせてあげることもガイドの大事な仕事

聴
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物語を紡ぐ
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　　　　　物語を紡ぐ
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　　高知には物語があふれている
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生活と結びついている植物

モチシバを見ると子供の頃を思い出す 33



草花は懐かしい思い出を連れてくる　

自然にふれるということは

牧野イズムを伝えよう

懐かしさを感じ　

生きている喜びを感じる

幸せを感じ
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懐かしさの共有・子どもたちに自然体験を　
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山旅で出会った人・出会う人　ガイドは大きな資源
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心がけていること　

現場百編　下見の重要性
●何を話すか、どのような植物があるか、見所は  
どこか、ネタを探す。
●危険箇所はないか安全点検を兼ねる。

マイルール
●前日は酒を飲まない 自分に制約をかけて集中力を
高める。
●身だしなみ ひげ、鼻毛、歯磨き、社会の窓 爪を切る 
●服装
●野外用のシューズ もしもに備え滑り止め付き
●山の神様、川の神様、八百万の神様に挨拶
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お客様にも心がけてほしいこと　

準備 前日はストレスの原因となるものから離れ､森に入る心身の準備

服装 長袖・長ズボン 足元は滑りにくいもの 黒っぽい服装×
香水なども×（蜂やブトが集まってくる）

心がけ 人間界から自然界へ。山の神や森の住人の世界に入らして
もらうという気持ち。謙虚さと敬意を持ってお邪魔します。

考えず感
じよう

Don`t think!Feel 考えるな！感じろ！ 燃えよドラゴン
の言葉自分の感性に素直になって自然のあらゆることを感
じよう

配慮 むやみに枝を折ったり､石を落としたり､植物を採取したり
してはいけない。ゴミを捨てると自分の良心までも捨てて
しまう。

マイペース 森歩きはマイペースでが原則。
ルートをそれない。仲間とはぐれない、体調が悪いときは
次の機会を待つなどことも。
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森を楽しむガイドの七つ道具　
ルーペ 小さな世界を見ることで大きな生命が見えてくる！神様のデザイ

ンに感激する！

カメラ
写真なら持ち帰りOK。帰ってからも余韻に浸れる。

シート 好きなところで寝転がったり､座ったり。ダニよけにもなる。い
ざというときは防寒にも。

食料品 弁当や水分、行動食。ゴミ袋も忘れずに。

筆記具 メモ帳やペンなど。自然に中にいるといろんな発想がある。書き
留めることもできる。

遊び心 自然の中の不思議や面白さを素直な心で見つけたり感じたり。

救急薬品 「もしも』に備えて。傷薬、消毒薬、テーピング、ガーゼ、タオ
ル、手ぬぐい、ティッシュ、ポズンリムーバ、蜂の自動注射器､
呼び子笛など。ガイドは特に入念にあらゆる場面を想定しておこ
う。

地図、GPS、ライト、ライター、通信機器、非常食、雨具、ナイフ類などなど。
荷物は紙一枚でも軽くしておきたいが『まさか』に備える心がけ。リュックの
重さは安心の重さでもある。

小道具 鏡・ライト・笛・タラヨウの葉っぱ・塩・お湯など場所によりア
イテム
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森を楽しむガイドの七つ道具の例　
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　　山歩きの心得　安全対策

タヌキは人の眉毛の数を読んで人を化
かす。眉が乾かないよういつも唾で固
めておけ＝山ではぼんやりせず家に帰
るまで気を抜くな！ということを祖父
は教えてくれた。
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ご清聴ありがとうございました。

森の風が届きますように♪

42


